
JP 6080316 B2 2017.2.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、
　前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第１データラインと、
前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、
前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素電極と、を備え、
　前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２データラインと、
前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜トランジスタと、
前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極と、を備え、
　前記第１ゲートラインにゲート信号を供給する第１ゲートドライバおよび前記第２ゲー
トラインにゲート信号を供給する第２ゲートドライバの各々が、前記アレイ基板の一面に
形成されたトランジスタを含んで構成され、
　前記第１ゲートドライバの少なくとも一部および前記第２ゲートドライバの少なくとも
一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成され、
　対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板とを所定の間隔をおいて貼り合わせるシー
ル材と、前記アレイ基板と前記対向基板と前記シール材とにより囲まれた空間内に封入さ
れた表示媒体と、をさらに備え、
　前記対向基板の法線方向から見て、前記シール材と前記第１ゲートドライバおよび前記
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第２ゲートドライバとが重ならない位置に配置され、
　前記シール材が、前記第１表示部の外周を取り囲む第１シール材と、前記第２表示部の
外周を取り囲む第２シール材と、を含み、
　前記第１ゲートラインの本数が前記第２ゲートラインの本数よりも少なく、
　前記第１データラインおよび前記第２データラインにデータ信号を供給するデータドラ
イバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向に対向する２辺のうち、前記第１表示部
に近い側の１辺に配置され、
　前記アレイ基板が、前記第１データラインと第１データライン用端子とを接続する第１
データ引き出し線と、前記第２データラインと第２データライン用端子とを接続する第２
データ引き出し線と、前記第１ゲートドライバと外部接続端子とを接続する第１ゲートド
ライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと外部接続端子とを接続する第２ゲートドラ
イバ用信号線と、をさらに備え、
　前記第２データ引き出し線が、前記アレイ基板の前記配列方向と直交する方向に対向す
る２辺のうちの第１辺に配置され、前記第１データ引き出し線、前記第１ゲートドライバ
用信号線、および前記第２ゲートドライバ用信号線が、前記２辺のうちの第２辺に配置さ
れる、表示装置。
【請求項２】
　第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、
　前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第１データラインと、
前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、
前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素電極と、を備え、
　前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２データラインと、
前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜トランジスタと、
前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極と、を備え、
　前記第１ゲートラインにゲート信号を供給する第１ゲートドライバおよび前記第２ゲー
トラインにゲート信号を供給する第２ゲートドライバの各々が、前記アレイ基板の一面に
形成されたトランジスタを含んで構成され、
　前記第１ゲートドライバの少なくとも一部および前記第２ゲートドライバの少なくとも
一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成され、
　対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板とを所定の間隔をおいて貼り合わせるシー
ル材と、前記アレイ基板と前記対向基板と前記シール材とにより囲まれた空間内に封入さ
れた表示媒体と、をさらに備え、
　前記対向基板の法線方向から見て、前記シール材と前記第１ゲートドライバおよび前記
第２ゲートドライバとが重ならない位置に配置され、
　前記シール材が、前記第１表示部および前記第２表示部の外周を一括して取り囲むシー
ル材で構成され、
　前記第１ゲートラインの本数が前記第２ゲートラインの本数よりも少なく、
　前記第１データラインおよび前記第２データラインにデータ信号を供給するデータドラ
イバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向に対向する２辺のうち、前記第１表示部
に近い側の１辺に配置され、
　前記アレイ基板が、前記第１データラインと第１データライン用端子とを接続する第１
データ引き出し線と、前記第２データラインと第２データライン用端子とを接続する第２
データ引き出し線と、前記第１ゲートドライバと外部接続端子とを接続する第１ゲートド
ライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと外部接続端子とを接続する第２ゲートドラ
イバ用信号線と、をさらに備え、
　前記第２データ引き出し線が、前記アレイ基板の前記配列方向と直交する方向に対向す
る２辺のうちの第１辺に配置され、前記第１データ引き出し線、前記第１ゲートドライバ
用信号線、および前記第２ゲートドライバ用信号線が、前記２辺のうちの第２辺に配置さ
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れる、表示装置。
【請求項３】
　前記アレイ基板が、前記第１表示部に対応する前記対向基板上の第１対向電極にコモン
信号を供給する第１コモン引き出し線をさらに備え、
　前記第１コモン引き出し線の一部が、前記アレイ基板の一面における複数の第１データ
ライン用端子と複数の第２データライン用端子とに挟まれた領域に配置される、
請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、
　前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第１データラインと、
前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、
前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素電極と、を備え、
　前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２データラインと、
前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜トランジスタと、
前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極と、を備え、
　前記第１ゲートラインにゲート信号を供給する第１ゲートドライバおよび前記第２ゲー
トラインにゲート信号を供給する第２ゲートドライバの各々が、前記アレイ基板の一面に
形成されたトランジスタを含んで構成され、
　前記第１ゲートドライバの少なくとも一部および前記第２ゲートドライバの少なくとも
一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成され、
　対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板とを所定の間隔をおいて貼り合わせるシー
ル材と、前記アレイ基板と前記対向基板と前記シール材とにより囲まれた空間内に封入さ
れた表示媒体と、をさらに備え、
　前記対向基板の法線方向から見て、前記シール材と前記第１ゲートドライバおよび前記
第２ゲートドライバとが重ならない位置に配置され、
　前記シール材が、前記第１表示部の外周を取り囲む第１シール材と、前記第２表示部の
外周を取り囲む第２シール材と、を含み、
　前記第１ゲートラインの本数が前記第２ゲートラインの本数よりも少なく、
　前記第１データラインおよび前記第２データラインにデータ信号を供給するデータドラ
イバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向に対向する２辺のうち、前記第１表示部
に近い側の１辺に配置され、
　前記アレイ基板が、前記第１表示部に対応する前記対向基板上の第１対向電極にコモン
信号を供給する第１コモン引き出し線をさらに備え、前記第１コモン引き出し線の一部が
、前記アレイ基板の一面における複数の第１データライン用端子と複数の第２データライ
ン用端子とに挟まれた領域に配置される、表示装置。
【請求項５】
　第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、
　前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第１データラインと、
前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、
前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素電極と、を備え、
　前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２データラインと、
前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜トランジスタと、
前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極と、を備え、
　前記第１ゲートラインにゲート信号を供給する第１ゲートドライバおよび前記第２ゲー
トラインにゲート信号を供給する第２ゲートドライバの各々が、前記アレイ基板の一面に
形成されたトランジスタを含んで構成され、
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　前記第１ゲートドライバの少なくとも一部および前記第２ゲートドライバの少なくとも
一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成され、
　対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板とを所定の間隔をおいて貼り合わせるシー
ル材と、前記アレイ基板と前記対向基板と前記シール材とにより囲まれた空間内に封入さ
れた表示媒体と、をさらに備え、
　前記対向基板の法線方向から見て、前記シール材と前記第１ゲートドライバおよび前記
第２ゲートドライバとが重ならない位置に配置され、
　前記シール材が、前記第１表示部および前記第２表示部の外周を一括して取り囲むシー
ル材で構成され、
　前記第１ゲートラインの本数が前記第２ゲートラインの本数よりも少なく、
　前記第１データラインおよび前記第２データラインにデータ信号を供給するデータドラ
イバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向に対向する２辺のうち、前記第１表示部
に近い側の１辺に配置され、
　前記アレイ基板が、前記第１表示部に対応する前記対向基板上の第１対向電極にコモン
信号を供給する第１コモン引き出し線をさらに備え、前記第１コモン引き出し線の一部が
、前記アレイ基板の一面における複数の第１データライン用端子と複数の第２データライ
ン用端子とに挟まれた領域に配置される、表示装置。
【請求項６】
　前記第１シール材のうちの前記第２表示部に面する部分と、前記第２シール材のうちの
前記第１表示部に面する部分と、を一つのシール材で共用する請求項１または４に記載の
表示装置。
【請求項７】
　前記対向基板の一面に遮光層が設けられ、
　前記対向基板の法線方向から見て、前記遮光層と前記第１ゲートドライバ、および前記
遮光層と前記第２ゲートドライバが、重なった位置に配置される請求項１から請求項６ま
でのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記アレイ基板が、前記第１ゲートドライバと外部接続端子とを接続する複数の第１ゲ
ートドライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと外部接続端子とを接続する複数の第
２ゲートドライバ用信号線と、をさらに備え、
　前記複数の第１ゲートドライバ用信号線および前記複数の第２ゲートドライバ用信号線
のうち、前記第１ゲートドライバと前記第２ゲートドライバとで同一の機能を有する信号
線が共有される請求項１から請求項７までのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、
　前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第１データラインと、
前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、
前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素電極と、を備え、
　前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第
２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２データラインと、
前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜トランジスタと、
前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極と、を備え、
　前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインにゲート信号を供給するゲートドラ
イバが、前記アレイ基板の一面に形成されたトランジスタを含んで構成され、前記ゲート
ドライバの少なくとも一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成
され、
　前記第１ゲートラインの本数と前記第２ゲートラインの本数とが異なり、
　前記ゲートドライバの複数の出力トランジスタのうち、一部の出力トランジスタに前記
第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインの双方が接続され、残りの出力トランジス
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タに前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインのいずれか一方が接続され、
　前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインのいずれか一方が接続された出力ト
ランジスタに、負荷容量調整部が接続される表示装置。
【請求項１０】
　前記ゲートドライバが、前記配列方向と交差する方向において、前記第１ゲートライン
に接続された出力トランジスタを含む第１ゲートライン出力部と、前記第２ゲートライン
に接続された出力トランジスタを含む第２ゲートライン出力部と、に分割される請求項９
に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記トランジスタの半導体層が、インジウム、ガリウム、および亜鉛を含む酸化物半導
体で構成される請求項１から請求項１０までのいずれか一項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
　本願は、２０１３年１月３０日に、日本に出願された特願２０１３－０１５７２７号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置の一種である液晶表示装置は、近年、携帯用電子機器の表示部として広く用い
られている。例えば下記の特許文献１、２に、個別に表示が可能な２つの表示部を備えた
液晶表示装置が開示されている。特許文献１に記載の表示装置は、透過型液晶表示部から
なる第１表示部と、反射型液晶表示部からなる第２表示部と、を備えている。この表示装
置では、時刻や日付などの常時表示させておきたい情報を第２表示部で表示する。その他
の文字や画像などの一時的に必要な情報を、第１表示部で表示／非表示状態を切り替えな
がら表示する。特許文献１に、この表示装置は携帯電話や携帯型コンピュータなどに好適
に用いられる、と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２１６１１６号公報
【特許文献２】特開２００９－２７６５４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の表示装置においては、第１表示部用の第１走査線ドライバが基板の
第１辺に沿って実装され、第２表示部用の第２走査線ドライバが第１辺に対向する第２辺
に沿って実装されている。すなわち、２つの走査線ドライバ用ＩＣチップが基板の周縁部
に実装されている。走査線ドライバとして、ＩＣチップを実装する構成に代えて、アレイ
基板上にドライバ回路をモノリシックに形成する構成を採用する場合がある。この場合、
基板周縁部から水分が浸入しやすいため、配線の腐食やドライバ回路を構成する素子の性
能低下が生じ、走査線ドライバの信頼性が低下するおそれがある。なお、走査線ドライバ
はゲートドライバと同じである。
【０００５】
　特に表示装置の額縁部分を狭くする場合には、ドライバ回路内のトランジスタ等の素子
をシール材の直下に配置する構成が考えられる。以下、表示装置の額縁部分を狭くするこ
とを「狭額縁化」と称する。このような構成を採用すると、シール材を介して２枚の基板
を貼り合わせる際の応力が素子に加わるため、素子の破壊が生じやすいという問題がある
。また、紫外光等の光で硬化させるタイプのシール材を用いる場合には、ドライバ回路の
パターンにより光が遮断され、シール材が硬化しにくいという問題がある。



(6) JP 6080316 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

【０００６】
　本発明の一つの態様は、上記の課題を解決するためになされたものであって、ゲートド
ライバの信頼性低下のおそれが少ない表示装置の提供を目的とする。また、本発明の一つ
の態様は、ドライバ回路内の素子破壊、光硬化型シール材の硬化不良等の不具合が生じに
くい表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の一つの態様の表示装置は、第１表示部と第２表
示部とが一面に並んで配置されたアレイ基板を備え、前記第１表示部が、前記第１表示部
と前記第２表示部との配列方向に延在する複数の第１ゲートラインと、前記配列方向と交
差する方向に延在する複数の第１データラインと、前記第１ゲートラインと前記第１デー
タラインとに接続された第１薄膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに直接また
は間接的に接続された第１画素電極と、を備え、前記第２表示部が、前記第１表示部と前
記第２表示部との配列方向に延在する複数の第２ゲートラインと、前記配列方向と交差す
る方向に延在する複数の第２データラインと、前記第２ゲートラインと前記第２データラ
インとに接続された第２薄膜トランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに直接または間
接的に接続された第２画素電極と、を備え、前記第１ゲートラインにゲート信号を供給す
る第１ゲートドライバおよび前記第２ゲートラインにゲート信号を供給する第２ゲートド
ライバの各々が、前記アレイ基板の一面に形成されたトランジスタを含んで構成され、前
記第１ゲートドライバの少なくとも一部および前記第２ゲートドライバの少なくとも一部
が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた領域に形成される。
【０００８】
　本発明の一つの態様の表示装置は、対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板とを所
定の間隔をおいて貼り合わせるシール材と、前記アレイ基板と前記対向基板と前記シール
材とにより囲まれた空間内に封入された表示媒体と、をさらに備えてもよい。
【０００９】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記対向基板の法線方向から見て、前記シール材と
前記第１ゲートドライバおよび前記第２ゲートドライバとが重ならない位置に配置されて
もよい。
【００１０】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記シール材が、前記第１表示部の外周を取り囲む
第１シール材と、前記第２表示部の外周を取り囲む第２シール材と、を含んでもよい。
【００１１】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記第１シール材のうちの前記第２表示部に面する
部分と、前記第２シール材のうちの前記第１表示部に面する部分と、を一つのシール材で
兼用してもよい。
【００１２】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記シール材が、前記第１表示部および前記第２表
示部の外周を一括して取り囲むシール材で構成されてもよい。
【００１３】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記対向基板の一面に遮光層が設けられ、前記対向
基板の法線方向から見て、前記遮光層と前記第１ゲートドライバ、および前記遮光層と前
記第２ゲートドライバが、重なった位置に配置されてもよい。
【００１４】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記第１ゲートラインの本数が前記第２ゲートライ
ンの本数よりも少なくてもよい。
【００１５】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記第１データラインおよび前記第２データライン
にデータ信号を供給するデータドライバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向に対
向する２辺のうち、前記第１表示部に近い側の１辺に配置されてもよい。
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【００１６】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記アレイ基板が、前記第１データラインと第１デ
ータライン用端子とを接続する第１データ引き出し線と、前記第２データラインと第２デ
ータライン用端子とを接続する第２データ引き出し線と、前記第１ゲートドライバと外部
接続端子とを接続する第１ゲートドライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと外部接
続端子とを接続する第２ゲートドライバ用信号線と、をさらに備え、前記第２データ引き
出し線が、前記アレイ基板の前記配列方向と直交する方向に対向する２辺のうちの第１辺
に配置され、前記第１データ引き出し線、前記第１ゲートドライバ用信号線、および前記
第２ゲートドライバ用信号線が、前記２辺のうちの第２辺に配置されてもよい。
【００１７】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記アレイ基板が、前記第１表示部に対応する前記
対向基板上の第１対向電極にコモン信号を供給する第１コモン引き出し線をさらに備え、
前記第１コモン引き出し線の一部が、前記アレイ基板の一面における複数の第１データラ
イン用端子群と複数の第２データライン用端子群とに挟まれた領域に配置されてもよい。
【００１８】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記アレイ基板が、前記第１データラインおよび前
記第２データラインに対してデータ信号を供給するデータドライバを備え、
　前記データドライバが、矩形状の前記アレイ基板の前記配列方向と直交する方向に対向
する２辺のうちの第１辺に実装されてもよい。
【００１９】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記アレイ基板が、前記第１ゲートドライバと外部
接続端子とを接続する第１ゲートドライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと外部接
続端子とを接続する第２ゲートドライバ用信号線と、をさらに備え、
　前記第１ゲートドライバ用信号線の一部および前記第２ゲートドライバ用信号線の一部
が、前記アレイ基板の一面における複数の第１データライン用端子群と複数の第２データ
ライン用端子群とに挟まれた領域に配置されてもよい。
【００２０】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記アレイ基板が、前記第１ゲートドライバと外部
接続端子とを接続する複数の第１ゲートドライバ用信号線と、前記第２ゲートドライバと
外部接続端子とを接続する複数の第２ゲートドライバ用信号線と、をさらに備え、前記複
数の第１ゲートドライバ用信号線および前記複数の第２ゲートドライバ用信号線のうち、
前記第１ゲートドライバと前記第２ゲートドライバとで同一の機能を有する信号線が共有
されてもよい。
【００２１】
　本発明の一つの態様の表示装置は、第１表示部と第２表示部とが一面に並んで配置され
たアレイ基板を備え、前記第１表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向
に延在する複数の第１ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第
１データラインと、前記第１ゲートラインと前記第１データラインとに接続された第１薄
膜トランジスタと、前記第１薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第１画素
電極と、を備え、前記第２表示部が、前記第１表示部と前記第２表示部との配列方向に延
在する複数の第２ゲートラインと、前記配列方向と交差する方向に延在する複数の第２デ
ータラインと、前記第２ゲートラインと前記第２データラインとに接続された第２薄膜ト
ランジスタと、前記第２薄膜トランジスタに直接または間接的に接続された第２画素電極
と、を備え、前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインにゲート信号を供給する
ゲートドライバが、前記アレイ基板の一面に形成されたトランジスタを含んで構成され、
前記ゲートドライバの少なくとも一部が、前記第１表示部と前記第２表示部とに挟まれた
領域に形成される。
【００２２】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記第１ゲートラインの本数と前記第２ゲートライ
ンの本数とが異なり、前記ゲートドライバの複数の出力トランジスタのうち、一部の出力
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トランジスタに前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインの双方が接続され、残
りの出力トランジスタに前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインのいずれか一
方が接続され、前記第１ゲートラインおよび前記第２ゲートラインのいずれか一方が接続
された出力トランジスタに、負荷容量調整部が接続されてもよい。
【００２３】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記ゲートドライバが、前記配列方向と交差する方
向において、前記第１ゲートラインに接続された出力トランジスタを含む第１ゲートライ
ン出力部と、前記第２ゲートラインに接続された出力トランジスタを含む第２ゲートライ
ン出力部と、に分割されてもよい。
【００２４】
　本発明の一つの態様の表示装置は、前記トランジスタの半導体層が、インジウム、ガリ
ウム、および亜鉛を含む酸化物半導体で構成されてもよい。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の一つの態様によれば、走査線ドライバの信頼性低下のおそれが少ない表示装置
を提供することができる。また、本発明の一つの態様によれば、ドライバ回路内の素子の
破壊、光硬化型シール材の硬化不良等の不具合が生じにくい表示装置を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ‘線に沿う断面図である。
【図３】表示装置の周縁部の回路構成を示す平面図である。
【図４】図３のＡおよびＡ‘部分の拡大平面図である。
【図５】図３のＢ部分の拡大平面図である。
【図６】第２実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【図７】第３実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【図８】第４実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【図９】図８のＣ部分の拡大図である。
【図１０】第５実施形態の液晶表示装置の要部の平面図である。
【図１１】第６実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【図１２】図１１のＤ部分の拡大図である。
【図１３】第７実施形態の液晶表示装置の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態について、図１～図５を用いて説明する。
　本実施形態では、表示装置として液晶表示装置の一例を挙げて説明する。
　図１は、本実施形態の液晶表示装置の平面図である。図２は、図１のＡ－Ａ‘線に沿っ
た断面図である。図３は、液晶表示装置の周縁部の回路構成を示す平面図である。図４は
、図３のＡおよびＡ’部分の拡大平面図である。図５は、図３のＢ部分の拡大平面図であ
る。
　なお、以下の各図面においては各構成要素を見やすくするため、構成要素によって寸法
の縮尺を異ならせて示すことがある。
【００２８】
　図１、図２に示すように、本実施形態の液晶表示装置１は、アレイ基板２と、対向基板
３と、アレイ基板２と対向基板３とを所定の間隔をおいて貼り合わせるシール材４Ａ，４
Ｂと、アレイ基板２と対向基板３とシール材４Ａ，４Ｂとにより囲まれた空間内に封入さ
れた液晶層５と、を含む液晶パネル６を備えている。液晶表示装置１は、液晶パネル６の
他、透過型液晶表示装置であればバックライト、一対の偏光板等を備えているが、これら
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は周知の構成であるため、説明および図示を省略する。本実施形態の液晶層は、特許請求
の範囲の「表示媒体」に対応する。
【００２９】
　液晶表示装置１は、第１表示部８と第２表示部９とが一方向（図１のｙ軸方向）に並ん
で配置された構成を有する。本実施形態の場合、シール材は、第１表示部８の外周を取り
囲む第１シール材４Ａと、第２表示部９の外周を取り囲む第２シール材４Ｂと、で構成さ
れている。本実施形態の液晶表示装置１として、例えば垂直配向モード（ＶＡモード）等
の縦電界方式の液晶表示装置を想定している。第１表示部８と第２表示部９とは、独立し
て表示が可能である。液晶表示装置１は、いわゆる２画面タイプの液晶表示装置として、
例えばゲーム機や携帯用電子機器に用いて好適である。
【００３０】
　図１に示すように、第１表示部８は、複数の第１ゲートライン１０と、複数の第１デー
タライン１１と、を備えている。複数の第１ゲートライン１０は、第１表示部８と第２表
示部９との配列方向（図１のｙ軸方向）に延在している。複数の第１データライン１１は
、第１表示部８と第２表示部９との配列方向に直交する方向（図１のｘ軸方向）に延在し
ている。隣り合う第１ゲートライン１０と隣り合う第１データライン１１とに囲まれた領
域には、第１画素電極１２がそれぞれ設けられている。第１表示部８は、マトリクス状に
配置された複数の第１画素電極１２を備えている。第１ゲートライン１０と第１データラ
イン１１との交差点の近傍に、画素スイッチング用の第１薄膜トランジスタ７（Thin Fil
m Transistor, 以下、ＴＦＴと略記する）が備えられている。第１ＴＦＴ７は、第１ゲー
トライン１０と第１データライン１１とに接続されている。第１画素電極１２は、第１Ｔ
ＦＴ７に接続されている。したがって、第１画素電極１２は、第１ＴＦＴ７を介して第１
ゲートライン１０および第１データライン１１に接続されている。第１画素電極１２は、
第１ＴＦＴ７と直接接続される場合の他、第１ＴＦＴ７とは異なるＴＦＴや、容量素子を
介して、第１ＴＦＴ７と間接的に接続される場合がある。
【００３１】
　第２表示部９は、複数の第２ゲートライン１３と、複数の第２データライン１４と、を
備えている。複数の第２ゲートライン１３は、第１表示部８と第２表示部９との配列方向
（図１のｙ軸方向）に延在している。複数の第２データライン１４は、第１表示部８と第
２表示部９との配列方向に直交する方向（図１のｘ軸方向）に延在している。隣り合う第
２ゲートライン１３と隣り合う第２データライン１４とに囲まれた領域には、第２画素電
極１５がそれぞれ設けられている。第２表示部９は、マトリクス状に配置された複数の第
２画素電極１５を備えている。第２ゲートライン１３と第２データライン１４との交差点
の近傍に、画素スイッチング用の第２ＴＦＴ１６が備えられている。第２ＴＦＴ１６は、
第２ゲートライン１３と第２データライン１４とに接続されている。第２画素電極１５は
、第２ＴＦＴ１６に接続されている。したがって、第２画素電極１５は、第２ＴＦＴ１６
を介して第２ゲートライン１３および第２データライン１４に接続されている。第２画素
電極１５は、第２ＴＦＴ１６と直接接続される場合の他、第２ＴＦＴ１６とは異なるＴＦ
Ｔや、容量素子を介して、第２ＴＦＴ１６と間接的に接続される場合がある。
【００３２】
　第１ゲートドライバ１７は、第１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域に形成され
ている。第１ゲートドライバ１７は、第１表示部８の複数の第１ゲートライン１０にゲー
ト信号を供給する機能を有する。第１ゲートドライバ１７のｘ軸方向の寸法は、第１表示
部８のｘ軸方向の寸法と略等しい。
【００３３】
　第２ゲートドライバ１８の一部は、第１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域に形
成されている。第２ゲートドライバ１８は、複数の第２ゲートライン１３にゲート信号を
供給する機能を有する。第２ゲートドライバ１８のｘ軸方向の寸法は、第２表示部９のｘ
軸方向の寸法と略等しい。後述するように、第１表示部８のｘ軸方向の寸法は、第２表示
部９のｘ軸方向の寸法よりも小さい。そのため、第２ゲートドライバ１８の中央部は、第
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１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域に形成されている。第２ゲートドライバ１８
の端部は、第１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域の左右にはみ出している。
【００３４】
　第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８の各々は、アレイ基板２の一面
にモノリシックに形成されたＴＦＴ（図示略）を含んで構成されている。より詳細には、
第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８の各々は複数段のシフトレジスタ
（図示略）を含み、シフトレジスタはアレイ基板２の一面にモノリシックに形成されたＴ
ＦＴを含んで構成されている。
【００３５】
　図１に示すように、対向基板３の法線方向から見て、第１シール材４Ａおよび第２シー
ル材４Ｂと第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８とは、平面的に重なら
ない位置に配置されている。第１シール材４Ａと第２シール材４Ｂとが平行に延在する部
分は、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライバ１８とに挟まれた領域に配置されて
いる。
【００３６】
　アレイ基板２および対向基板３の形状は、ともに長方形である。アレイ基板２の一辺（
ｙ軸方向に延在する辺）の長さは、対向基板３の対応する一辺の長さよりも長い。そのた
め、アレイ基板２の下端は、対向基板３の下端の外側に張り出している。アレイ基板２の
うち、対向基板３の外側に張り出した部分を、以下、張り出し部２ｈと称する。アレイ基
板２の張り出し部２ｈに近い側に第１表示部８が配置され、張り出し部２ｈから遠い側に
第２表示部９が配置されている。アレイ基板２の張り出し部２ｈに、データドライバ１９
が実装されている。データドライバ１９は、第１データライン１１および第２データライ
ン１４にデータ信号を供給する機能を有する。データドライバ１９は、ＩＣチップの形態
でアレイ基板２に実装されている。
【００３７】
　以下、アレイ基板２および対向基板３の液晶層５に接する側の面を「内面」と称し、ア
レイ基板２および対向基板３の液晶層５に接する側と反対側の面を「外面」と称する。図
２に示すように、アレイ基板２の内面に、複数の第１画素電極１２と複数の第２画素電極
１５とが設けられている。第１画素電極１２および第２画素電極１５は、インジウム錫酸
化物（Indium Tin Oxide, 以下、ＩＴＯと略記する）等の透明導電膜で構成されている。
【００３８】
　アレイ基板２の内面の中央部に、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライバ１８と
が設けられている。対向基板３の内面に、ブラックマトリクスと称される遮光膜２０が設
けられている。対向基板３の内面に、複数の第１画素電極１２と対向するように第１対向
電極２１が設けられている。対向基板３の内面に、複数の第２画素電極１５と対向するよ
うに第２対向電極２２が設けられている。
【００３９】
　複数の第１画素電極１２がマトリクス状に配列された領域は、実質的に表示に寄与する
領域であり、この領域を第１表示部８とする。同様に、複数の第２画素電極１５がマトリ
クス状に配列された領域は、実質的に表示に寄与する領域であり、この領域を第２表示部
９とする。遮光膜２０は、第１表示部８と第２表示部９とを除く部分に設けられている。
言い換えると、遮光膜２０は、第１表示部８および第２表示部９に対応する部分が開口し
ている。図１では、遮光膜２０が配置された箇所を網かけで示している。
【００４０】
　遮光膜２０は、第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８と平面的に重な
っている。この構成により、第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８のシ
フトレジスタを構成するＴＦＴに対する外光の入射が抑えられる。その結果、ＴＦＴ特性
のシフトが抑えられ、オフリーク電流を低減することができる。上記の構成は、特にＴＦ
Ｔのチャネル層として、アモルファスシリコン、あるいは、インジウム（Ｉｎ）、ガリウ
ム（Ｇａ）、および亜鉛（Ｚｎ）で構成された酸化物半導体（ＩｎＧａＺｎＯ）を用いた



(11) JP 6080316 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

ボトムゲート型ＴＦＴに好適である。
【００４１】
　さらに、遮光膜２０は、第１表示部８の第１ゲートライン１０、第１データライン１１
、および第１ＴＦＴと重なる領域に格子状に設けられている。同様に、遮光膜２０は、第
２表示部９の第２ゲートライン１３、第２データライン１４、および第２ＴＦＴと重なる
領域に格子状に設けられている。図１においては、図面を見やすくするため、各表示部８
，９内の格子状の遮光膜の図示を省略する。
【００４２】
　図３は、図１の構成要素のうち、遮光膜２０を省略し、遮光膜２０の下方に隠れていた
アレイ基板２の周縁部の駆動回路および配線群を示した図である。また、図１では一部省
略したが、図３に示すように、アレイ基板２の張り出し部２ｈに複数の外部接続端子２４
が設けられている。フレキシブルプリント配線板２５（Flexible Printed Circuit, 以下
、ＦＰＣと略記する）が、複数の外部接続端子２４に接続されている。例えば、コントロ
ーラＩＣ等の電子部品（図示略）がＦＰＣ２５に実装され、コントローラＩＣから各種の
信号が出力される。
【００４３】
　ゲートラインやデータラインの本数の一例を示すと、第１表示部８は、３２０本の第１
ゲートライン１０と、７２０本の第１データライン１１と、を備えている。赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）の３つのドットで１つの画素が構成され、１ドット毎に第１データライ
ン１１が備えられている。したがって、第１表示部８の画素数は、３２０×２４０である
。第２表示部９は、４００本の第２ゲートライン１３と、７２０本の第２データライン１
４と、を備えている。第２表示部９の画素数は、４００×２４０である。
　また、隣り合う第１データライン１１間の距離と、隣り合う第２データライン１４間の
距離と、は同じである。隣り合う第１ゲートライン１０間の距離と、隣り合う第２ゲート
ライン１３間の距離と、は同じである。すなわち、第１表示部８の画素サイズと、第２表
示部９の画素サイズと、は同じである。
【００４４】
　アレイ基板２は、第１データ引き出し線群（図３中の符号２７の破線で囲んだ配線群）
と、第２データ引き出し線群（図３中の符号２８の破線で囲んだ配線群）と、第１ゲート
ドライバ用信号線群および第２ゲートドライバ用信号線群（図３では符号２９の破線で一
括して囲んだ配線群）と、を備えている。アレイ基板２は、上記の４種の配線群を備えて
いる。
【００４５】
　図４に示すように、第１データ引き出し線群２７は、第１データライン１１と第１デー
タライン用端子３１（図５参照）とを接続する複数の第１データ引き出し線３２で構成さ
れている。第２データ引き出し線群２８は、第２データライン１４と第２データライン用
端子３３（図５参照）とを接続する複数の第２データ引き出し線３４で構成されている。
第１ゲートドライバ用信号線群２９Ａは、第１ゲートドライバ１７と外部接続端子２４Ａ
（図５参照）とを接続する複数の第１ゲートドライバ用信号線３５で構成されている。第
２ゲートドライバ用信号線群２９Ｂは、第２ゲートドライバ１８と外部接続端子２４Ｂ（
図５参照）とを接続する複数の第２ゲートドライバ用信号線３６で構成されている。
【００４６】
　図３に示すように、上記のような画素数（ゲートラインの本数）の違いに伴い、第１表
示部８のｘ軸方向の寸法は、第２表示部９のｘ軸方向の寸法よりも小さい。そのため、第
１表示部８の左右の額縁領域Ｇ１の幅Ｗ１（ｘ軸方向の寸法）は、第２表示部９の左右の
額縁領域Ｇ２の幅Ｗ２（ｘ軸方向の寸法）よりも広い。そのため、第１表示部８が下側、
すなわち、データドライバ１９およびＦＰＣ２５に近い側に配置され、第１表示部８の左
右の額縁領域Ｇ１に、上記の４種の配線群が配置されている。この配置とした理由は後述
する。
【００４７】
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　再度詳細に説明すると、図４に示すように、複数の第２データ引き出し線３４は、第２
表示部９の左側から引き出され、アレイ基板２のｘ軸方向に対向する２辺のうちの左辺（
第１辺）側の額縁領域Ｇ１，Ｇ２に配置されている。複数の第１データ引き出し線３２は
、第１表示部８の右側から引き出され、アレイ基板２のｘ軸方向に対向する２辺のうちの
右辺（第２辺）側の額縁領域Ｇ１に配置されている。複数の第１ゲートドライバ用信号線
３５は、第１ゲートドライバ１７の右側から引き出され、右辺側の額縁領域Ｇ１に配置さ
れている。複数の第２ゲートドライバ用信号線３６は、第２ゲートドライバ１８の右側か
ら引き出され、右辺側の額縁領域Ｇ１に配置されている。すなわち、複数の第２データ引
き出し線３４は、左辺側の額縁領域Ｇ１，Ｇ２に配置され、複数の第１データ引き出し線
３２、複数の第１ゲートドライバ用信号線３５、および複数の第２ゲートドライバ用信号
線３６は、右辺側の額縁領域Ｇ１に配置されている。
【００４８】
　第１ゲートドライバ用信号線３５および第２ゲートドライバ用信号線３６は、例えばク
ロック配線、スタートパルス配線、低電位配線、初期化用配線などを含む。低電位配線は
、各ゲートラインにＬｏｗレベルの信号を供給する。初期化用配線は、ゲートドライバ内
の特定の電極に対して周期的に初期電位を供給する。
【００４９】
　その他、図４に示すように、第２表示部９において、隣り合う２本の第２ゲートライン
１３の間に第２Ｃｓライン３８が設けられている。第２Ｃｓライン３８は、第２表示部９
内の各画素内において保持容量（蓄積容量）を形成するための配線である。アレイ基板２
の左辺側および右辺側の額縁領域Ｇ１，Ｇ２に、第２Ｃｓ引き出し線３９が設けられてい
る。第２Ｃｓ引き出し線３９の上端は、第２Ｃｓライン３８と接続されている。図５に示
すように、第２Ｃｓ引き出し線３９の下端は、外部接続端子２４Ｃ２と接続されている。
【００５０】
　同様に、第１表示部８において、隣り合う２本の第１ゲートライン１０の間に第１Ｃｓ
ライン４０が設けられている。第１Ｃｓライン４０は、第１表示部８内の各画素内におい
て保持容量（蓄積容量）を形成するための配線である。図５に示すように、アレイ基板２
の下辺側の額縁領域に、第１Ｃｓ引き出し線４１が設けられている。第１Ｃｓ引き出し線
４１の上端は第１Ｃｓライン４０と接続され、下端は外部接続端子２４Ｃ１と接続されて
いる。横電界方式の液晶表示装置の場合、ＣｓラインおよびＣｓ引き出し線に相当する構
成要素が存在しない場合もある。また、保持容量（蓄積容量）を、表示部のほぼ全面に形
成した透明電極（ＩＴＯ等）を用いて形成する構成の場合、Ｃｓラインに相当する構成要
素が存在しない場合もある。この場合、上記透明電極は、表示部の周辺部でＣｓ引き出し
線と電気的に接続される。
【００５１】
　図４に示すように、アレイ基板２の左辺側および右辺側の額縁領域Ｇ１，Ｇ２に、第２
コモン引き出し線４２が設けられている。第２コモン引き出し線４２は、第２コモン転移
４３を介して第２対向電極２２（図２参照）と接続されている。第２コモン転移４３は、
アレイ基板２側の第２コモン引き出し線４２と、対向基板３側の第２対向電極２２と、を
電気的に接続する部材である。第２コモン転移４３は、第２対向電極２２上の複数の箇所
に設けられている。第２コモン転移４３の具体的な構成は、シール材に混入した金粒子、
銀粒子等の導電性粒子、もしくはカーボンペースト等である。図５に示すように、複数の
第２コモン引き出し線４２は、外部接続端子２４Ｄとそれぞれ接続されている。
【００５２】
　図５に示すように、アレイ基板２の下辺側の額縁領域に、第１コモン引き出し線４４が
設けられている。第１コモン引き出し線４４は、第１コモン転移４５を介して第１対向電
極２１（図２参照）と接続されている。第１コモン転移４５は、アレイ基板２側の第１コ
モン引き出し線４４と、対向基板３側の第１対向電極２１と、を電気的に接続する部材で
ある。第１コモン転移４５の具体的構成は、第２コモン転移４３と同じである。第１コモ
ン引き出し線４４の下端は、外部接続端子２４Ｅと接続されている。
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【００５３】
　図５に示すように、アレイ基板２上のデータドライバ１９に対応する領域の右側に、第
１データ引き出し線３２をデータドライバ１９に接続するための第１データライン用端子
３１が設けられている。アレイ基板２上のデータドライバ１９に対応する領域の左側に、
第２データ引き出し線３４をデータドライバ１９に接続するための第２データライン用端
子３３が設けられている。複数の外部接続端子２４の形成領域のうち、右寄りの領域に、
複数の第１ゲートドライバ用信号線３５用の外部接続端子２４Ａと、複数の第２ゲートド
ライバ用信号線３６用の外部接続端子２４Ｂと、が設けられている。
【００５４】
　上述したように、本実施形態においては、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライ
バ１８とが、第１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域に形成されている。すなわち
、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライバ１８とは、アレイ基板２の周縁部ではな
く、アレイ基板２の略中央に配置されている。そのため、第１ゲートドライバ１７や第２
ゲートドライバ１８に水分が浸入しにくく、配線腐食やドライバ回路の素子性能低下に伴
うゲートドライバの信頼性の低下が生じにくい。
【００５５】
　また、第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８が第１シール材４Ａおよ
び第２シール材４Ｂの直下に配置されていない。そのため、液晶表示装置１の狭額縁化を
図った場合でも、第１シール材４Ａおよび第２シール材４Ｂからの応力が第１ゲートドラ
イバ１７および第２ゲートドライバ１８のＴＦＴに加わることを回避できる。その結果、
ＴＦＴの破壊が抑制され、信頼性に優れたゲートドライバを実現することができる。
【００５６】
　さらに、第１シール材４Ａおよび第２シール材４Ｂとして、紫外光等の光硬化タイプの
シール材を用いる場合であっても、第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１
８のパターンにより光が遮断されることがない。そのため、液晶表示装置１の製造プロセ
スにおいて、シール材をより確実に硬化させることができる。
【００５７】
　本実施形態のように、左右方向（ｘ軸方向）の寸法が小さい第１表示部８を、アレイ基
板２の張り出し部２ｈに近い側、すなわちデータドライバ１９やＦＰＣ２５を実装する領
域に近い側に配置することが、液晶表示装置１の狭額縁化を図る上で好ましい。その理由
は以下の通りである。
【００５８】
　アレイ基板２のうち、データドライバ１９やＦＰＣ２５に近い領域には、各種の配線が
集中して配置される。例えば本実施形態の場合、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートド
ライバ１８とがアレイ基板２の略中央に配置されるため、多数の第１ゲートドライバ用信
号線３５や第２ゲートドライバ用信号線３６を配置する領域が必要になる。この場合、デ
ータドライバ１９やＦＰＣ２５を実装する領域に近い第１表示部８のｘ軸方向の寸法が小
さいと、第１表示部８の左右に余白部分ができる。この余白部分に第１ゲートドライバ用
信号線３５や第２ゲートドライバ用信号線３６を配置すればよい。仮にデータドライバ１
９やＦＰＣ２５を実装する領域に近い側に寸法の大きい第２表示部９が配置されていたと
すると、第２表示部９の左右に第１ゲートドライバ用信号線３５や第２ゲートドライバ用
信号線３６を配置する領域を追加する必要がある。その場合、狭額縁化を図ることが難し
くなる。
【００５９】
　本実施形態の場合、データドライバ１９から遠い位置にある第２表示部９の第２データ
引き出し線３４は、左辺側の額縁領域に配置されているが、その他の第１データ引き出し
線３２、第１ゲートドライバ用信号線３５、および第２ゲートドライバ用信号線３６は、
左辺側の額縁領域には配置されていない。この配置とした理由は、第２データ引き出し線
３４は、第１データ引き出し線３２よりも長い分、信号の遅延や鈍りあるいは断線が生じ
やすい。そのため、第２データ引き出し線３４を他の配線に比べて太くするための領域を
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確保することが好ましいからである。本実施形態では、第２データ引き出し線３４の幅を
、第２表示部９の側方と第１表示部８の側方とで異ならせている。第２データ引き出し線
３４の幅は、第２表示部９の側方で例えば４μｍであり、第１表示部８の側方で例えば６
μｍである。なお、本実施形態では、第１データ引き出し線３２、第２データ引き出し線
３４は、ともに隣り合う引き出し線を異なる層に形成している。これにより、同じ層での
配線ピッチを広げることができる。
【００６０】
　本実施形態の場合、第１コモン引き出し線４４の一部は、データドライバ１９の第１デ
ータライン用端子３１と第２データライン用端子３３とに挟まれた領域に配置されている
。そのため、第１コモン引き出し線４４は、外部接続端子２４Ｅと第１コモン転移４５と
を最短距離で接続している。その結果、第１対向電極２１に供給するコモン信号の遅延や
鈍りを低減でき、第１コモン転移４５の数を削減することができる。
【００６１】
［第２実施形態］
　以下、本発明の第２実施形態について、図６を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第１実施形態と同様であり、シール材の構成が
第１実施形態と異なる。
　図６は、本実施形態の液晶表示装置を示す平面図である。
　図６において、第１実施形態の図１と共通の構成要素には同一の符号を付し、詳細な説
明を省略する。
【００６２】
　第１実施形態では、シール材は、第１表示部８と第２表示部９の外周を個別に取り囲む
第１シール材４Ａと第２シール材４Ｂとで構成されていた。これに対して、図６に示すよ
うに、本実施形態の液晶表示装置４８では、第１シール材４Ａのうちの第２表示部９に面
する辺の部分と、第２シール材４Ｂのうちの第１表示部８に面する辺の部分と、を一つの
シール材４Ｃで共用している。共用している部分のシール材４Ｃは、第１ゲートドライバ
１７および第２ゲートドライバ１８と重ならない位置に配置されている。全てのシール材
４Ａ，４Ｂ，４Ｃは一体のものでよい。その他の構成は第１実施形態と同様である。
【００６３】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００６４】
　一般に、液晶表示装置を立てた状態とした場合、重力により液晶表示装置の下側が膨れ
、液晶層厚（セル厚）の異常が発生する場合がある。この問題を改善したい場合には、第
１、第２実施形態のように、第１表示部８と第２表示部９との境界にシール材を形成し、
液晶層５を分割する構成とすることが好ましい。
【００６５】
［第３実施形態］
　以下、本発明の第３実施形態について、図７を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第１実施形態と同様であり、シール材の構成が
第１実施形態と異なる。
　図７は、本実施形態の液晶表示装置を示す平面図である。
　図７において、第１実施形態の図１と共通の構成要素には同一の符号を付し、詳細な説
明を省略する。
【００６６】
　図７に示すように、本実施形態の液晶表示装置５１では、第１表示部８と第２表示部９
の外周を一括して取り囲むシール材４Ｄが設けられている。そのため、液晶層５（図２参
照）は、第１表示部８と第２表示部９とで分割されていない。本実施形態の場合、シール
材４Ｄは、液晶表示装置５１の中央部には配置されないため、第１ゲートドライバ１７お
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よび第２ゲートドライバ１８と重なることはない。その他の構成は第１実施形態と同様で
ある。
【００６７】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００６８】
　シール材形成工程でディスペンサなどを用いてシール材を塗布する場合、製造工程を短
縮する観点から、本実施形態のように、シール材のパターンを極力簡易なものとすること
が好ましい。第１～第３実施形態のシール材のパターンは、液晶パネルのサイズ、シール
材の形成方法、液晶の注入方法などに応じて適宜選択すればよい。シール材の形成方法に
は、例えばスクリーン版を用いた印刷法、ディスペンサを用いた塗布法などが挙げられる
。液晶の注入方法には、例えば液晶滴下法、注入口からの真空注入法などが挙げられる。
【００６９】
［第４実施形態］
　以下、本発明の第４実施形態について、図８、図９を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第１実施形態と同様であり、両基板の形状、お
よびデータドライバとＦＰＣの配置が第１実施形態と異なる。
　図８は、本実施形態の液晶表示装置を示す平面図である。図９は、図８のＣ部分の拡大
図である。
　図８、図９において、第１実施形態の図３と共通の構成要素には同一の符号を付し、詳
細な説明を省略する。
【００７０】
　図８に示すように、本実施形態の液晶表示装置５４は、アレイ基板５５および対向基板
５６の形状はともに長方形である。アレイ基板５５の一辺（ｘ軸方向に延在する辺）の長
さは対向基板５６の対応する一辺の長さよりも長い。そのため、アレイ基板５５の左端は
、対向基板５６の左端の外側に張り出している。ただし、第１表示部８と第２表示部９の
配列方向は、第１実施形態と同様、ｙ軸方向である。アレイ基板５５の左端の張り出し部
５５ｈに、データドライバ１９およびＦＰＣ２５が実装されている。この構成は、左右方
向の額縁サイズよりも、上下方向の額縁サイズを小さくしたい場合に好適である。
【００７１】
　図９に示すように、複数の第１ゲートドライバ用信号線３５は、第１ゲートドライバ１
７の左端から引き出され、左側に延在して第１ゲートドライバ用信号線用の端子２４Ａに
接続されている。同様に、複数の第２ゲートドライバ用信号線３６は、第２ゲートドライ
バ１８の左端から引き出され、左側に延在して第２ゲートドライバ用信号線用の端子２４
Ｂに接続されている。複数の第１ゲートドライバ用信号線３５の一部と複数の第２ゲート
ドライバ用信号線３６の一部とは、複数の第１データライン用端子３１と複数の第２デー
タライン用端子３３とに挟まれた領域に配置されている。
【００７２】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００７３】
　さらに本実施形態の場合、第１ゲートドライバ１７および第２ゲートドライバ１８とＦ
ＰＣ２５間の距離が近く、第１ゲートドライバ用信号線３５および第２ゲートドライバ用
信号線３６は、各外部接続端子２４Ａ，２４Ｂと各ゲートドライバ１７，１８との間を最
短距離で接続している。この構成により、ゲート信号の遅延や鈍りを低減することができ
る。
【００７４】
［第５実施形態］
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　以下、本発明の第５実施形態について、図１０を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第１実施形態と同様であり、ゲートドライバ用
信号線の一部が第１実施形態と異なる。
　図１０は、本実施形態の液晶表示装置の要部を示す平面図である。図１０は、第１実施
形態で用いた図４のＡ‘部分に対応する箇所を示している。
　図１０において、第１実施形態の図４と共通の構成要素には同一の符号を付し、詳細な
説明を省略する。
【００７５】
　図１０に示すように、本実施形態の液晶表示装置５７では、第１ゲートドライバ用信号
線３５と第２ゲートドライバ用信号線３６とのうち、低電位配線５８を第１ゲートドライ
バ１７と第２ゲートドライバ１８とで共用している。低電位配線５８は、外部接続端子か
ら延びる１本の本線５８ａと、本線５８ａが第１ゲートドライバ１７および第２ゲートド
ライバ１８の直前の分岐点Ｐで２本に分岐した分岐線５８ｂと、を有する。各分岐線５８
ｂは、第１ゲートドライバ１７もしくは第２ゲートドライバ１８に接続されている。低電
位配線５８は、ゲートラインにＬｏｗレベルの信号を供給するための配線である。すなわ
ち、複数の第１ゲートドライバ用信号線３５と複数の第２ゲートドライバ用信号線３６と
のうち、第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライバ１８とで同一の機能を有する信号
線が共有されている。その他の構成は第１実施形態と同様である。
【００７６】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００７７】
　さらに、ゲートドライバ用信号線の総本数を減らすことができるため、液晶表示装置５
７の更なる狭額縁化が図れる。また、ゲートドライバ用信号線の総本数が減る分、ＦＰＣ
接続用の端子の数を減らすことができるため、ＦＰＣ２５の幅を小さくできる。これによ
り、ＦＰＣ２５を含めた液晶モジュールの小型化が図れる。なお、低電位配線５８に限ら
ず、例えば初期化用配線などの他の配線を第１ゲートドライバ１７と第２ゲートドライバ
１８とで共用することも可能である。なお、これらの構成を実現する際には、第１表示部
８と第２表示部９とで駆動タイミングを合わせる必要がある。
【００７８】
［第６実施形態］
　以下、本発明の第６実施形態について、図１１、図１２を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第１実施形態と同様であり、ゲートドライバの
構成が第１実施形態と異なる。
　図１１は、本実施形態の液晶表示装置を示す平面図である。図１２は、図１１のＤ部分
の拡大図である。
　図１１、図１２において、第１実施形態の図３、図４と共通の構成要素には同一の符号
を付し、詳細な説明を省略する。
【００７９】
　第１実施形態の液晶表示装置１は、第１表示部用の第１ゲートドライバ１７と第２表示
部用の第２ゲートドライバ１８とを別個に備えていた。これに対して、図１１に示すよう
に、本実施形態の液晶表示装置６１は、第１表示部８の第１ゲートライン１０および第２
表示部９の第２ゲートライン１３にゲート信号を供給するゲートドライバ６２を備えてい
る。すなわち、第１表示部８と第２表示部９とが一つのゲートドライバ６２を共用してい
る。ゲートドライバ６２は複数段のシフトレジスタ（図示略）を含み、シフトレジスタは
アレイ基板２にモノリシックに形成されたＴＦＴ（図示略）を含んで構成されている。ゲ
ートドライバ６２の一部は、第１表示部８と第２表示部９とに挟まれた領域に形成されて
いる。図１１では、シール材の図示を省略しているが、本実施形態でも、シール材とゲー
トドライバ６２とは、平面的に重ならない位置に配置されている。
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【００８０】
　本実施形態の場合、一つのゲートドライバ６２が第１表示部８と第２表示部９とで共用
されているため、複数のゲートドライバ用信号線６３も第１表示部８と第２表示部９とで
共用されている。複数のゲートドライバ用信号線６３は、ゲートドライバ６２の右端から
引き出され、アレイ基板２の右辺に沿って配置され、外部接続端子２４に接続されている
。
【００８１】
　ゲートドライバ６２の内部において、各ゲートラインに対してゲート信号を出力する出
力ＴＦＴが第１表示部８と第２表示部９とで共用されている。また、本実施形態において
も、第１実施形態と同様、第２表示部９の第２ゲートライン１３の本数は第１表示部８の
第１ゲートライン１０の本数よりも多い。そのため、複数の出力ＴＦＴの中に、第１ゲー
トライン１０と第２ゲートライン１３の双方に接続された出力ＴＦＴと、第２ゲートライ
ン１３のみに接続された出力ＴＦＴと、が存在することになる。例えば、第１ゲートライ
ン１０が３２０本、第２ゲートライン１３が４００本であったとすると、４００個の出力
ＴＦＴのうち、３２０個の出力ＴＦＴは第１ゲートライン１０と第２ゲートライン１３の
双方に接続され、８０個の出力ＴＦＴは第２ゲートライン１３のみに接続される。
【００８２】
　図１２に示すように、第２ゲートライン１３のみに接続された出力ＴＦＴ（図示略）の
各々に、負荷容量調整部６４が接続されている。負荷容量調整部６４は、例えば第２Ｃｓ
引き出し線３９と出力ＴＦＴのドレイン電極（ゲートラインと接続される側の電極）とを
、ゲート絶縁膜を介して重畳させることで実現できる。一般に、２本のゲートラインに接
続された出力ＴＦＴと１本のゲートラインに接続された出力ＴＦＴとでは負荷容量が異な
る。負荷容量が異なると、ゲート信号の遅延や鈍りの生じ方が異なり、各画素容量への充
電量の差やフィードスルー電圧の差により輝度差が生じる場合がある。そのため、第２表
示部９において、第１ゲートライン１０と出力ＴＦＴを共用している第２ゲートライン１
３に対応する画素の領域と、第１ゲートライン１０と出力ＴＦＴを共用していない第２ゲ
ートライン１３に対応する画素の領域と、で、ブロック状の輝度差が生じる。この問題に
対し、１本のゲートラインに接続された出力ＴＦＴに負荷容量調整部６４を接続すること
により、両者の負荷容量を略一致させることができる。その結果、上記のブロック状の輝
度差を抑制できるという効果が得られる。
　なお、第１ゲートライン１０の本数と第２ゲートライン１３の本数が等しい場合には負
荷容量調整部６４は不要である。その他の構成は第１実施形態と同様である。
【００８３】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００８４】
　特に本実施形態の場合、ゲートドライバ用信号線６３が第１表示部８と第２表示部９と
で共用されているため、ゲートドライバ用信号線６３を配置する領域を第１実施形態に比
べて狭くすることができる。その結果、上下方向と左右方向の額縁領域をともに狭くする
ことができる。また、ゲートドライバ用信号線６３の総本数が減る分、外部接続端子２４
の数を減らすことができるため、ＦＰＣ２５の幅を小さくできる。これにより、ＦＰＣ２
５を含めた液晶モジュールの小型化が図れる。本実施形態の構成を実現する際には、第１
表示部８と第２表示部９とで駆動タイミングを合わせる必要がある。
【００８５】
［第７実施形態］
　以下、本発明の第７実施形態について、図１３を参照して説明する。
　本実施形態の液晶表示装置の基本構成は第６実施形態と同様であり、ゲートドライバの
構成が第１実施形態と異なる。
　図１３は、本実施形態の液晶表示装置を示す平面図である。
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　図１３において、第６実施形態の図１１と共通の構成要素には同一の符号を付し、詳細
な説明を省略する。
【００８６】
　図１３に示すように、本実施形態の液晶表示装置６７は、第１表示部８と第２表示部９
とで一つのゲートドライバ６９を共有している点で第６実施形態と同様である。しかしな
がら、ゲートドライバ６９の出力部を、第１ゲートライン用出力部６８Ａと第２ゲートラ
イン用出力部６８Ｂとに分割している点で、第６実施形態と異なる。具体的には、ゲート
ドライバ６９の右側の部分が第１ゲートライン出力部６８Ａに割り当てられ、ゲートドラ
イバ６９の左側の部分が第２ゲートライン出力部６８Ｂに割り当てられている。そのため
、全ての第１ゲートライン１０はゲートドライバ６９の右側の部分からのみ引き出され、
全ての第２ゲートライン１３はゲートドライバ６９の左側の部分からのみ引き出されてい
る。その他の構成は第６実施形態と同様である。
【００８７】
　本実施形態においても、ゲートドライバに水分が浸入しにくく、かつ、シール材による
応力がゲートドライバのＴＦＴに加わることを回避でき、信頼性に優れたゲートドライバ
を有する液晶表示装置を実現できる、という第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００８８】
　特に本実施形態は、ゲートドライバ６９内の出力ＴＦＴおよび画素領域内のＴＦＴのチ
ャネル層に、インジウム（Ｉｎ）、ガリウム（Ｇａ）、および亜鉛（Ｚｎ）で構成された
酸化物半導体（ＩｎＧａＺｎＯ）を用いる場合に好適である。その理由は、ＩｎＧａＺｎ
Ｏ酸化物半導体を用いたＴＦＴの場合、オン電流が大きく、オフ電流が小さく、ＴＦＴサ
イズの小型化が可能だからである。
【００８９】
　なお、本発明の技術範囲は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
　例えば上記実施形態では、第１表示部と第２表示部とでゲートラインの本数および画素
数が異なる例を挙げたが、本発明はこれに限るものではない。例えば、第１表示部と第２
表示部とで画素数が等しく、画素サイズが異なり、第１表示部の面積と第２表示部の面積
とが異なる構成であってもよい。もしくは、第１表示部と第２表示部とでゲートラインの
本数が等しく、データラインの本数が異なる構成であってもよい。もしくは、第１表示部
と第２表示部とでゲートラインの本数、データラインの本数がともに異なる構成であって
もよい。
【００９０】
　上記実施形態では、第１データラインにデータ信号を出力するデータドライバと、第２
データラインにデータ信号を出力するデータドライバと、が一つのデータドライバで構成
される例を示した。ただし、第１データラインにデータ信号を出力するデータドライバと
、第２データラインにデータ信号を出力するデータドライバと、が個別のデータドライバ
であってもよい。すなわち、アレイ基板に２個のデータドライバが実装される構成であっ
てもよい。また、一つの表示部用に複数のデータドライバが備えられていてもよい。その
他、各種の回路や配線の数、配置、形状等についても、上記実施形態に限らず、適宜変更
が可能である。
【００９１】
　本発明の表示装置は、液晶表示装置に限定されるものではなく、例えば、白の帯電粒子
と黒の帯電粒子とを封入したマイクロカプセルを表示媒体とした電子ペーパーであっても
よい。あるいは、本発明の表示装置は、電荷の注入により発光を生じる有機発光層を表示
媒体とした有機エレクトロルミネッセンス表示装置であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、液晶表示装置、電子ペーパー、有機エレクトロルミネッセンス表示装置等の
各種表示装置に利用可能である。
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【符号の説明】
【００９３】
　１，４８，５１，５４，５７，６１，６７…液晶表示装置、２…アレイ基板、３…対向
基板、４Ａ…第１シール材、４Ｂ…第２シール材、４Ｃ，４Ｄ…シール材、５…液晶層（
表示媒体）、８…第１表示部、９…第２表示部、１０…第１ゲートライン、１１…第１デ
ータライン、１２…第１画素電極、７…第１ＴＦＴ、１３…第２ゲートライン、１４…第
２データライン、１５…第２画素電極、１６…第２ＴＦＴ、１７…第１ゲートドライバ、
１８…第２ゲートドライバ、１９…データドライバ、２０…遮光膜、２１…第１対向電極
、２２…第２対向電極、３２…第１データ引き出し線、３４…第２データ引き出し線、３
５…第１ゲートドライバ用信号線、３６…第２ゲートドライバ用信号線、４４…第１コモ
ン引き出し線、５８…低電位配線、６２，６９…ゲートドライバ、６３…ゲートドライバ
用信号線、６４…負荷容量調整部、６８Ａ…第１ゲートライン用出力部、６８Ｂ…第２ゲ
ートライン用出力部。

【図１】 【図２】
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